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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 12,873,097 19,274,051 33,126,746

経常利益又は経常損失(△) (千円) △417,833 966,909 861,147

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △269,478 632,871 432,683

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △408,346 923,138 979,954

純資産額 (千円) 26,591,858 28,687,387 27,979,945

総資産額 (千円) 35,008,469 39,923,583 40,670,021

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △12.58 29.56 20.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 76.0 71.9 68.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,614,302 451,973 2,116,443

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △123,469 △1,104,688 △280,647

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △473,966 △216,408 △514,775

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 12,515,370 12,612,914 13,239,137

　

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額(△)

(円) △3.24 23.41

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日本銀行による経済政策や金融政策への期

待感から円安・株高基調の流れにあり、個人消費や企業の業況感には緩やかながらも改善の動きを見る

ことができました。一方、海外経済においては、米国の政府予算問題や中国経済の成長率低下の懸念な

どから、景気動向の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

　建設業界におきましては、復興関連工事への予算執行の拡大による公共工事の増加や民間需要にも設

備投資加速の動きがあるものの、労務単価・資材価格の上昇などの影響により、受注競争は一層厳しい

ものとなりました。

　このような受注環境のもと、当社グループは営業力の強化を重点課題として、安定的な受注量および

適正利益の確保に向け、太陽光発電所建設工事などの再生可能エネルギー関連工事への参入や新規顧客

開拓を積極的に推進してまいりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高203億17百万円（前年同四半期比21.8％

増）、売上高192億74百万円（前年同四半期比49.7％増）となりました。収益面では工事利益率の改善

などの影響で営業利益５億82百万円（前年同四半期は、営業損失４億47百万円）となり、経常利益９億

66百万円（前年同四半期は、経常損失４億17百万円）、四半期純利益６億32百万円（前年同四半期は、

四半期純損失２億69百万円）を計上する結果となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（日本）

　当第２四半期連結累計期間の売上高は122億20百万円（前年同四半期比63.6％増）となり、営業利益

は８億60百万円（前年同四半期は、営業損失14百万円）となりました。

（東南アジア）

　当第２四半期連結累計期間の売上高は55億70百万円（前年同四半期比21.2％増）となり、営業利益は

１億68百万円（前年同四半期は、営業利益27百万円）となりました。

（その他アジア）

　当第２四半期連結累計期間の売上高は14億82百万円（前年同四半期比82.9％増）となり、営業利益は

32百万円（前年同四半期は、営業利益12百万円）となりました。

　

なお、「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しておりま

す。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億46百万円減少し、399億

23百万円となりました。主な要因は、未成工事支出金８億95百万円の減少などによるものです。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ14億53百万円減少し、112億36百万円となりました。主な要因

は、支払手形・工事未払金等14億77百万円の減少などによるものです。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億７百万円増加し、286億87百万円となりました。主な要

因は、利益剰余金４億18百万円および為替換算調整勘定２億１百万円の増加などによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ、６億26百万円減少し、126億12百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のとおり

であります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、４億51百万円の収入（前年同四半期は、16億14百万円の収

入）となりました。主な要因は、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が９億65百万

円となった他、未成工事支出金の減少９億13百万円などにより資金が増加しましたが、仕入債務の減少

17億69百万円などにより資金が減少したことによるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、11億４百万円の支出（前年同四半期は、１億23百万円の支

出）となりました。主な要因は、有価証券の取得による支出９億99百万円などにより資金が減少したこ

とによるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、２億16百万円の支出（前年同四半期は、４億73百万円の支

出）となりました。主な要因は、配当金の支払額２億13百万円などにより資金が減少したことによるも

のです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,805,000 23,805,000
東京証券取引所
(市場第二部)

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は、
1,000株であります。

計 23,805,000 23,805,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 23,805,000 ― 1,190,250 ― 2,007,002

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社サンテック 東京都千代田区二番町３番地13 2,394 10.05

財団法人八幡記念育英奨学会 広島市中区大手町４丁目６－16 1,501 6.30

八　幡　欣　也 東京都杉並区 1,350 5.67

双栄興業株式会社 東京都葛飾区柴又５丁目24－８ 1,170 4.91

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 1,056 4.43

株式会社埼玉りそな銀行 さいたま市浦和区常盤７丁目４－１ 1,056 4.43

株式会社広島銀行 広島市中区紙屋町１丁目３－８ 1,056 4.43

共立エステート株式会社 広島市中区大手町４丁目６－16 883 3.70

八　幡　信　孝 東京都杉並区 771 3.23

ビービーエイチフォーフィデリティ
ロープライスドストックファンド
(常任代理人株式会社三菱東京ＵＦＪ
銀行)

82 DEVONSHIRE ST BOSTON
MASSACHUSETTS 02109360582 U.S.A.
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

650 2.73

計 ― 11,887 49.93
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,394,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

21,166,000
21,166 ―

単元未満株式
普通株式

245,000
― ―

発行済株式総数 23,805,000 ― ―

総株主の議決権 ― 21,166 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が542株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 (自己保有株式)
株式会社サンテック

東京都千代田区二番町
３番地13

2,394,000 ― 2,394,000 10.05

計 ― 2,394,000 ― 2,394,000 10.05

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記

載しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 11,939,225 12,312,903

受取手形・完成工事未収入金等 12,433,964 12,977,209

有価証券 1,299,911 1,299,226

未成工事支出金 1,403,404 507,833

繰延税金資産 147,243 60,904

その他 1,843,055 1,041,098

貸倒引当金 △1,658,492 △1,700,879

流動資産合計 27,408,314 26,498,297

固定資産

有形固定資産

土地 3,769,155 3,789,882

その他（純額） 1,775,205 1,771,249

有形固定資産合計 5,544,361 5,561,132

無形固定資産 72,515 62,093

投資その他の資産

投資有価証券 3,577,471 3,748,461

投資不動産（純額） 3,590,761 3,582,225

その他 753,798 749,482

貸倒引当金 △277,200 △278,110

投資その他の資産合計 7,644,830 7,802,059

固定資産合計 13,261,707 13,425,285

資産合計 40,670,021 39,923,583

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 8,628,154 7,150,242

未払法人税等 360,571 275,184

未成工事受入金 1,767,502 2,058,176

完成工事補償引当金 16,000 16,000

工事損失引当金 147,045 43,940

賞与引当金 59,413 －

その他 771,350 736,107

流動負債合計 11,750,038 10,279,652

固定負債

繰延税金負債 308,106 352,445

退職給付引当金 39,495 36,161

役員退職慰労引当金 267,926 277,239

その他 324,509 290,697

固定負債合計 940,038 956,543

負債合計 12,690,076 11,236,196
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,190,250 1,190,250

資本剰余金 2,007,002 2,007,002

利益剰余金 25,173,550 25,592,278

自己株式 △950,961 △952,515

株主資本合計 27,419,840 27,837,015

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 453,249 541,680

為替換算調整勘定 106,854 308,690

その他の包括利益累計額合計 560,104 850,371

純資産合計 27,979,945 28,687,387

負債純資産合計 40,670,021 39,923,583
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 12,873,097 19,274,051

売上原価 11,787,032 17,090,278

売上総利益 1,086,065 2,183,772

販売費及び一般管理費
※1 1,533,985 ※1 1,601,663

営業利益又は営業損失（△） △447,920 582,108

営業外収益

受取利息 11,572 10,555

受取配当金 24,797 37,568

受取地代家賃 176,451 159,564

為替差益 － 108,367

持分法による投資利益 946 24,428

その他 101,773 133,461

営業外収益合計 315,541 473,946

営業外費用

支払利息 7,537 －

不動産賃貸費用 52,332 53,216

為替差損 193,161 －

その他 32,422 35,928

営業外費用合計 285,453 89,145

経常利益又は経常損失（△） △417,833 966,909

特別利益

固定資産売却益 4,649 2,199

特別利益合計 4,649 2,199

特別損失

固定資産除却損 356 2,274

投資有価証券評価損 9,528 －

ゴルフ会員権評価損 12,515 －

ゴルフ会員権退会損 － 1,000

その他 24 －

特別損失合計 22,424 3,274

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△435,607 965,835

法人税等 △166,128 332,963

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△269,478 632,871

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △269,478 632,871
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△269,478 632,871

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △146,683 88,431

為替換算調整勘定 7,816 201,836

その他の包括利益合計 △138,867 290,267

四半期包括利益 △408,346 923,138

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △408,346 923,138

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△435,607 965,835

減価償却費 121,192 118,551

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,583 42,910

工事損失引当金の増減額（△は減少） 72,272 △103,104

賞与引当金の増減額（△は減少） － △59,413

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,700 △3,334

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △42,444 9,312

受取利息及び受取配当金 △36,370 △48,123

支払利息 7,537 －

為替差損益（△は益） 61,007 △61,490

投資有価証券評価損益（△は益） 9,528 －

ゴルフ会員権評価損 12,515 －

有形固定資産売却損益（△は益） △4,625 △2,199

有形固定資産除却損 356 2,274

持分法による投資損益（△は益） △946 △24,428

売上債権の増減額（△は増加） 4,014,531 △256,671

未成工事支出金の増減額（△は増加） △706,456 913,295

仕入債務の増減額（△は減少） △3,505,778 △1,769,209

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,464,488 217,002

その他の資産の増減額（△は増加） 1,092,529 875,534

その他の負債の増減額（△は減少） △469,944 27,286

小計 1,652,903 844,027

利息及び配当金の受取額 36,370 48,123

利息の支払額 △7,537 －

法人税等の支払額 △67,432 △440,177

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,614,302 451,973

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △999,215

有形固定資産の取得による支出 △127,508 △99,098

有形固定資産の売却による収入 13,102 －

無形固定資産の取得による支出 △4,015 △214

投資有価証券の取得による支出 △1,225 △9,160

ゴルフ会員権の取得による支出 △3,824 －

ゴルフ会員権の償還による収入 － 9,000

投資不動産の取得による支出 － △9,000

貸付金の回収による収入 － 3,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △123,469 △1,104,688
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △258,930 －

リース債務の返済による支出 △3,146 △1,575

自己株式の売却による収入 212 －

自己株式の取得による支出 △232 △1,553

配当金の支払額 △211,870 △213,279

財務活動によるキャッシュ・フロー △473,966 △216,408

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37,905 242,901

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 978,960 △626,222

現金及び現金同等物の期首残高 11,536,409 13,239,137

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 12,515,370 ※1 12,612,914
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

従業員給料手当 756,479千円 769,503千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金預金 11,215,649千円 12,312,903千円

取得日から３ヶ月以内に償還期限
の到来する短期投資(有価証券)

1,299,720 〃 300,011 〃

現金及び現金同等物 12,515,370千円 12,612,914千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 214,152 10 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 214,143 10 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 東南アジア その他アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,471,863 4,595,476 805,757 12,873,097 ― 12,873,097

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― 4,975 4,975 △4,975 ―

計 7,471,863 4,595,476 810,732 12,878,072 △4,975 12,873,097

セグメント利益又は
損失（△）

△14,403 27,435 12,224 25,256 △473,176 △447,920

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△473,176千円には、セグメント間取引消去△4,975千円、配賦不能営業費

用△468,201千円が含まれております。配賦不能営業費用は、主に親会社管理部門に係る費用であります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1） 東 南アジア ： シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、ミャンマー

（2） その他アジア ： 中国、台湾

　

　　当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 東南アジア その他アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,220,600 5,570,589 1,482,861 19,274,051 ― 19,274,051

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 12,220,600 5,570,589 1,482,861 19,274,051 ― 19,274,051

セグメント利益 860,928 168,052 32,021 1,061,002 △478,893 582,108

(注) １ セグメント利益の調整額△478,893千円は配賦不能営業費用であり、主なものは親会社管理部門に係る費用

であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1） 東 南アジア ： シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、ミャンマー

（2） その他アジア ： 中国、台湾
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額又は
　　四半期純損失金額(△)

△12円58銭 29円56銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額又は
　　四半期純損失金額(△)(千円)

△269,478 632,871

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額又は
　　四半期純損失金額(△)(千円)

△269,478 632,871

    普通株式の期中平均株式数(株) 21,415,377 21,411,889

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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東邦監査法人

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   矢　　崎　　英　　城　　印

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   小　　林　　広　　治　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月13日

株式会社サンテック

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社サンテックの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンテック及び連結子会社の平成
25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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